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自然電位観測による斜面崩壊過程監視

Monitoring of the rain-induced landslide process with use of self-potential
method
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近年，集中豪雨などによる斜面崩壊が多発している．被害を軽減させるためには斜面崩壊の監視
・予測が重要である．そこで本研究では，自然電位法による斜面崩壊に関する早期警戒システム
の開発を目指し，人工降雨斜面崩壊実験および水槽実験を室内で行っている．その結果，①浸潤
前線や飽和に対応する自然電位変動，②大規模崩壊前に出現したトランジェント信号が得られ
た．これらの観測された自然電位の起源について定性的・定量的に説明することを試みた．その
結果，
①飽和土層中の水圧（動水勾配）と自然電位との関係を結び付ける界面動電結合係数を用いたこ
とによって，自然電位のトレンドをおさえることができることが確認できた．
②自然電位にのみステップ状変化と矩形状変化急峻な変動が出現した．この変動は上部のすべり
面境界より下方で観測され，電場はほぼ一様であった．室内斜面崩壊実験におけるデジタルビデ
オカメラ画像を調査したところ，土層変位の増加に関連して出現したことがわかった．
詳細は講演時にて報告する．
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